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Midoriku Mirai Oendan Vol. 01

障害のある人もない人も共に安心して暮らせる地域社会の実現を目指し、

「みどりくみらい応援団」が発足した。障害福祉は、子育てや介護、生活困窮

などと同様に、地域が抱える多様な課題の一つである。

こうした課題を特定の分野に限定せず、「地域のことを我がこととして捉え

る」視点を共有し、地域住民や団体、関係機関と連携しながら解決の糸口を

探っていくことが、応援団設立の目的である。これまで進められてきた施設中

心の支援から地域生活を支える支援への転換や、意思決定支援を基盤とした

実践の積み重ねは、地域での支援の広がりにつながってきた。今後は、障害の

ある人たちの活動の場を福祉施設にとどめることなく、地域社会へと広げ、誰

もが役割を持ち、安心して参加できる環境づくりを進めていく。「みどりくみら

い応援団」は、人と人とのつながりを力に、支え合いながら暮らせる地域の未

来を共に描いていく取り組みである。

私たちは「共に支えあう暮らしの

創造」を法人の基本理念とし、社会

的養護といわれる障害のある子ども

たちの支援や入所施設で暮らす障害

のある人たちの地域移行等を通して、

障害の有無にかかわらず「誰もが安

心して暮らしていける地域社会」の

実現に向けて活動しています。　

当法人の創業は昭和８年で、当時

は施設での収容・保護が当たり前の

時代であったため、長い間法人の事

業は入所施設での支援が中心でし

た。私たちはこのような法人の事業

展開に疑問を抱き、若い管理者たち

を中心に「法人の理念や運営方針の

見直し」を行い、法人の事業を「入

所施設中心の事業から地域での支

援」に大きく舵を切りました。

児童施設では子どもたちの生活環

境をより良くしていくための「小規模

化」や少人数で暮らしていくことので

きる「サテライト事業」の開始、及

び児童発達支援事業所の開設を行い

ました。成人施設では利用者の地域

移行の推進と入所定員の削減、及び

めに「みどりくみらい応援団」を発

足させました。地域社会には子育て

や介護・生活困窮等々、様々な地域

課題があり、障害福祉も数多くある

地域課題のひとつでしかありません。

　私たちの役割は障害福祉の活動を

通して地域社会のあり方を考えていく

ことでありますが、同時に「地域の

様々な課題を我がこととしてとらえ」、

地域の人たちと共に連携していくこと

が必要であると考えています。また、

障害のある人たちの活動の場は福祉

施設に限られているわけではなく、広

く地域社会での活動が基本となるた

め、障害のある人たちが安心して活

グループホーム事業の拡大を行い

「施設から地域への移行」を推進し

てきました。また、在宅の人たちの

支援として、通所施設や居宅介護事

業所の開設を行い「在宅の方々の支

援メニュー」を増やしてきました。そ

して、令和 7 年度より相談支援事業

所は行政から業務委託を受け「緑区

障害者生活支援センターぶどうの木」

と改編し、地域での支援の仕組みづ

くりの中心的な役割を担うことになり

ました。

第３期（2023 ～ 2025）中長期計

画では「施設からの地域移行の推進

と入所定員の削減」「権利擁護の推

進」「ソーシャルインクルージョンの

推進」を柱とした計画を策定し、法

人が地域社会の中で果たすべき役割

や機能等について協議し、入所施設

での緊急時の受入・対応などの「地

域生活支援拠点」としての役割を果

たすために必要な機能は残しつつも、

地域での支援を拡大していくことを再

度確認しました。また、障害の有無

にかかわらず「誰もが自分の暮らし

を選び」「誰もが自己実現を図れる」

ような支援を展開していくためには

「意思決定支援」が最も重要である

と考え、知的障害のある人たちの障

害特性に充分配慮したうえでの意思

決定支援をすべての支援の基本とし

ました。

このような私たちの活動をより多く

の人たちと共に考え、広げていくた

動していける地域を創っていくことが

必要であります。そのためには地域

の人たちと共に障害のある人たちの

課題を解決していくことが重要であ

り、人びとが互いに助け合いながら、

安心して暮らしていける地域社会の

実現は地域で暮らす全ての人たちの

共通テーマであると考えています。

このような取り組みは、私たちだ

けではとても達成できるものではな

く、ひとりでも多くの方 と々連携して

取り組んでいくことが必要不可欠であ

ります。何卒、私たちの取り組みに

ご理解をいただき、ご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。

≫≫≫ご挨拶

共に支えあう地域へ
～施設から地域への挑戦
社会福祉法人久美愛園　理事長  内田 富士夫

みどりくみらい応援団の発足にあたって

久美愛園 HP→

～施設から地域への挑戦
社会福祉法人久美愛園　理事長  内田 富士夫
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みどりくみらい応援団は、社会福祉法人久美愛園が事務局機能を担ってい

ますが、その名のとおり、さいたま市緑区を中心に地域社会を広くとらえ、地域

福祉を軸に、誰もが住みやすい、暮らしやすい社会の構築をめざすネットワー

クといえます。

同じ「みどりくみらい」の名を冠して、一昨年度から社会福祉法人久美愛園

にスペースを確保いただいたのが「みどりくみらい研究所」です。そこで所長の

役割を担わせていただいています。2023年3月末で、開学以来24年間勤務した

埼玉県立大学（越谷市）を定年退職し、複数の役割を継続して担う中で、お声

がけいただいたものです。以前から法人の評議員として、また、同法人が開催

する、これまた同じ「みどりくみらい塾」という勉強会にも参加しておりました

が、そのようなご縁もあり2023年4月から地域の仲間としてご一緒させていた

だいています。

≫≫≫ みどりくみらい研究所紹介

●プロフィール

朝日 雅也（あさひ まさや）　

埼玉県立大学／副学長兼高等教育

開発センター長、保健医療福祉学

部社会福祉子ども学科教授等を歴

任し、現在は名誉教授。

専門は障害者福祉、特に職業リハビ

リテーションを中心とした障害者の

就労支援。

みどりくみらい応援団とともに
みどりくみらい研究所所長　朝日 雅也（埼玉県立大学 名誉教授）

【参考１】毎月のゼミのテーマ

6月 地域福祉について考える

7月 専門職連携について考える

8月 インクルーシブ教育について考える

9月 入所施設のあり方と地域移行について考える

10月 精神障害のある人への保健医療福祉について考える

11月 支援を必要とする児童の子育ち・子育てについて考える

12月 複合化する地域課題とその解決について考える

1月 相談支援に焦点をあてた連携協働について考える

2月 地域福祉計画を含む行政計画のあり方について考える

3月 実践研究の方法について

4月 研究成果の中間報告

5月 研究成果の発表と共有

【参考2】朝日ゼミ生の研究テーマ（1期生の例）

■ 精神障がい者の地域移行が進まない理由～不動産屋から見た課題と解決策について～

■ Ａさんの嘔吐の傾向と対策

■ 地域共生に向けた就労移行支援事業所の役割

■ もっと知って欲しい相談支援～相談支援と地域連携～

■ 地域移行に関する意識調査から見えてくるもの

■ グループホーム　～Aさんの親なきあと～

■ 「私たちのことを私たち抜きに決めないで」というスローガンを支援の中で実現するために

■ フィンランドのインクルーシブ教育～壁のない地域を目指すために～

●みどりくみらい研究所と

私は長年、埼玉県立大学において、

障害者福祉、ソーシャルワーク、就労

支援、職業リハビリテーション、専門職

連携（教育）を教育研究フィールドとし

てきました。それらをベースに、久美愛

園のみならず障害者福祉、地域福祉

の実践について、これまでの経験を活

かして、例えば言語化をする、情報発

信をする、取組みの中から一般化・普

遍化を図り、利用者や関係者のために

活用する、といった諸活動をサポート

する活動を続けています。

●さいたま市次世代育成プロ

ジェクト

みどりくみらい研究所の事業のひと

つがさいたま市内の障害者支援等を

実践する事業所の職員等を対象にし

た「さいたま市次世代育成プロジェク

ト」です。

同プロジェクトは、地域の福祉課題

に正面から目を向け、地域連携を意識

した課題解決に力を発揮できる人材

の育成を目指しています。障害者福

祉、地域福祉等の課題解決に向けた

アプローチについて、その一般化・普

遍化を目指しつつ、利用者や関係者の

ための実践につながるよう、参加者で

協議するとともに、併せて、講座を通

じ、地域連携を意識した仲間づくりを

図っています。

具体的には大学におけるゼミナール

いつも頭の下がる思いです。思いや学

びを言語化するのにはやはりエネル

ギーを要し、毎月課せられるレポート

へ取組みなどにもさぞや苦労されて

きたことではないかと思料します。そ

の一方で、和やかな雰囲気も学びの

原動力となり、まさに次世代を担う実

践家、専門家の立場に、研究的な視

点を付加されてゼミを修了される姿を

拝見するにつけ、私自身、大きな誇り

を実感しています。

そして1年間のゼミ活動の集大成と

して、【参考２】に示す通り、多様な問

題意識に基づいた研究テーマについ

ての発表と最終レポートとしてまとめ

られます。

のような方式で、所長を務める私のも

と7名～9名の実践現場で活躍するゼ

ミ生が、地域福祉や障害者福祉を中

心にしたテーマについて主体的な学習

活動、研究活動を展開しています。第1

期生は2023年6月から2024年5月ま

で、第2期生は2024年6月から2025年5

月まで、そして、現在は第3期生が本年

6月から、それぞれのゼミ活動を展開し

てきました。

月1回の朝日ゼミのテーマは、参加者

の関心によって柔軟に決定しています

が、概ね【参考1】のとおりです。

●成果の発信と共有化

次世代育成プロジェクトは、所属も

仕事も違うゼミ生の皆さんと、それぞれ

の実践に裏打ちされた問題意識を共

有しながら、次の時代における地域福

祉、障害者福祉のあり方を探究するこ

とにつながっています。「地域福祉」、

「専門職連携」「地域移行」「インク

ルーシブ教育」「支援を必要とする子

ども」等、多様なテーマを探究する中で

も、共通する問題意識、課題解決に向

けたアプローチの確実さなどをゼミ全

体で構築できることが魅力です。

忙しい勤務と並行して、月1回とは

いえ金曜日の夜間に「学びの場」に集

い、議論を含めて様 な々テーマに取り

組まれたゼミ生の皆さんの姿勢には

研究成果は、さいたま市内の関係

者にも共有化され、今後の地域福祉

を進めていく上での糸口として、テー

マを深めたゼミ生はもとより、受け止

めていただいた方の問題意識に繋

がっていくことを願っています。

いずれは、年度ごとの「ヨコのつな

がり」に留まらず、年度を超えたゼミ

生どうしの「タテのつながり」へと発

展させ、まさに次世代を担う人材によ

る地域福祉の推進力となることを展

望しています。

みどりくみらい研究所もみどりくみ

らい応援団の皆様と共に、さらなる活

動を展開してきます

朝日所長の活動のひとつ。　

埼玉県障害者雇用総合教授サポートセンター　

障害者雇用の扉→

  

みどりくみらい研究所所長　朝日 雅也（埼玉県立大学 名誉教授）
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みどりくみらい応援団は、社会福祉法人久美愛園が事務局機能を担ってい

ますが、その名のとおり、さいたま市緑区を中心に地域社会を広くとらえ、地域

福祉を軸に、誰もが住みやすい、暮らしやすい社会の構築をめざすネットワー

クといえます。

同じ「みどりくみらい」の名を冠して、一昨年度から社会福祉法人久美愛園

にスペースを確保いただいたのが「みどりくみらい研究所」です。そこで所長の

役割を担わせていただいています。2023年3月末で、開学以来24年間勤務した

埼玉県立大学（越谷市）を定年退職し、複数の役割を継続して担う中で、お声

がけいただいたものです。以前から法人の評議員として、また、同法人が開催

する、これまた同じ「みどりくみらい塾」という勉強会にも参加しておりました

が、そのようなご縁もあり2023年4月から地域の仲間としてご一緒させていた

だいています。

≫≫≫ みどりくみらい研究所紹介

●プロフィール

朝日 雅也（あさひ まさや）　

埼玉県立大学／副学長兼高等教育

開発センター長、保健医療福祉学

部社会福祉子ども学科教授等を歴

任し、現在は名誉教授。

専門は障害者福祉、特に職業リハビ

リテーションを中心とした障害者の

就労支援。

みどりくみらい応援団とともに
みどりくみらい研究所所長　朝日 雅也（埼玉県立大学 名誉教授）

【参考１】毎月のゼミのテーマ

6月 地域福祉について考える

7月 専門職連携について考える

8月 インクルーシブ教育について考える

9月 入所施設のあり方と地域移行について考える

10月 精神障害のある人への保健医療福祉について考える

11月 支援を必要とする児童の子育ち・子育てについて考える

12月 複合化する地域課題とその解決について考える

1月 相談支援に焦点をあてた連携協働について考える

2月 地域福祉計画を含む行政計画のあり方について考える

3月 実践研究の方法について

4月 研究成果の中間報告

5月 研究成果の発表と共有

【参考2】朝日ゼミ生の研究テーマ（1期生の例）

■ 精神障がい者の地域移行が進まない理由～不動産屋から見た課題と解決策について～

■ Ａさんの嘔吐の傾向と対策

■ 地域共生に向けた就労移行支援事業所の役割

■ もっと知って欲しい相談支援～相談支援と地域連携～

■ 地域移行に関する意識調査から見えてくるもの

■ グループホーム　～Aさんの親なきあと～

■ 「私たちのことを私たち抜きに決めないで」というスローガンを支援の中で実現するために

■ フィンランドのインクルーシブ教育～壁のない地域を目指すために～

●みどりくみらい研究所と

私は長年、埼玉県立大学において、

障害者福祉、ソーシャルワーク、就労

支援、職業リハビリテーション、専門職

連携（教育）を教育研究フィールドとし

てきました。それらをベースに、久美愛

園のみならず障害者福祉、地域福祉

の実践について、これまでの経験を活

かして、例えば言語化をする、情報発

信をする、取組みの中から一般化・普

遍化を図り、利用者や関係者のために

活用する、といった諸活動をサポート

する活動を続けています。

●さいたま市次世代育成プロ

ジェクト

みどりくみらい研究所の事業のひと

つがさいたま市内の障害者支援等を

実践する事業所の職員等を対象にし

た「さいたま市次世代育成プロジェク

ト」です。

同プロジェクトは、地域の福祉課題

に正面から目を向け、地域連携を意識

した課題解決に力を発揮できる人材

の育成を目指しています。障害者福

祉、地域福祉等の課題解決に向けた

アプローチについて、その一般化・普

遍化を目指しつつ、利用者や関係者の

ための実践につながるよう、参加者で

協議するとともに、併せて、講座を通

じ、地域連携を意識した仲間づくりを

図っています。

具体的には大学におけるゼミナール

いつも頭の下がる思いです。思いや学

びを言語化するのにはやはりエネル

ギーを要し、毎月課せられるレポート

へ取組みなどにもさぞや苦労されて

きたことではないかと思料します。そ

の一方で、和やかな雰囲気も学びの

原動力となり、まさに次世代を担う実

践家、専門家の立場に、研究的な視

点を付加されてゼミを修了される姿を

拝見するにつけ、私自身、大きな誇り

を実感しています。

そして1年間のゼミ活動の集大成と

して、【参考２】に示す通り、多様な問

題意識に基づいた研究テーマについ

ての発表と最終レポートとしてまとめ

られます。

のような方式で、所長を務める私のも

と7名～9名の実践現場で活躍するゼ

ミ生が、地域福祉や障害者福祉を中

心にしたテーマについて主体的な学習

活動、研究活動を展開しています。第1

期生は2023年6月から2024年5月ま

で、第2期生は2024年6月から2025年5

月まで、そして、現在は第3期生が本年

6月から、それぞれのゼミ活動を展開し

てきました。

月1回の朝日ゼミのテーマは、参加者

の関心によって柔軟に決定しています

が、概ね【参考1】のとおりです。

●成果の発信と共有化

次世代育成プロジェクトは、所属も

仕事も違うゼミ生の皆さんと、それぞれ

の実践に裏打ちされた問題意識を共

有しながら、次の時代における地域福

祉、障害者福祉のあり方を探究するこ

とにつながっています。「地域福祉」、

「専門職連携」「地域移行」「インク

ルーシブ教育」「支援を必要とする子

ども」等、多様なテーマを探究する中で

も、共通する問題意識、課題解決に向

けたアプローチの確実さなどをゼミ全

体で構築できることが魅力です。

忙しい勤務と並行して、月1回とは

いえ金曜日の夜間に「学びの場」に集

い、議論を含めて様 な々テーマに取り

組まれたゼミ生の皆さんの姿勢には

研究成果は、さいたま市内の関係

者にも共有化され、今後の地域福祉

を進めていく上での糸口として、テー

マを深めたゼミ生はもとより、受け止

めていただいた方の問題意識に繋

がっていくことを願っています。

いずれは、年度ごとの「ヨコのつな

がり」に留まらず、年度を超えたゼミ

生どうしの「タテのつながり」へと発

展させ、まさに次世代を担う人材によ

る地域福祉の推進力となることを展

望しています。

みどりくみらい研究所もみどりくみ

らい応援団の皆様と共に、さらなる活

動を展開してきます

朝日所長の活動のひとつ。　

埼玉県障害者雇用総合教授サポートセンター　

障害者雇用の扉→

  

みどりくみらい研究所所長　朝日 雅也（埼玉県立大学 名誉教授）
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≫≫≫ 応援団加入企業紹介

近藤建設株式会社
快適な住まいづくりをトータルサポート

当社は、地元埼玉県で建設会社を

営んでおり、注文住宅、福祉施設、商

業店舗など、多様な建築に取り組んで

おります。これまで社会福祉法人久美

愛園様が運営される施設の建設にも、

いくつか携わってまいりました。設計

図や仕様書をもとに建物を形にしてい

くことが私たちの仕事ですが、その過

程で出会った利用者の皆さまやご家

族、職員の皆さまの想いに触れる中

で、施設は単なる箱ではなく、そこに暮

らす人々の生活を支える「場」であり、

地域と社会をつなぐ大切な存在である

ことを学ばせていただきました。

福祉施設の建築では、私たちが普

段の仕事で当たり前のように扱ってい

る柱や壁、廊下の幅といった一つひと

つの要素が、利用される方の安心や

快適さ、そして自立に直結することを

実感します。また、建築という形で地域

福祉に関わる中で、建物を建てるだけ

でなく、完成後も地域の一員として福

祉に関わり続けることの大切さや共生

社会の実現を強く意識するようになり

ました。

今回ご縁をいただき、「みどりくみら

い応援団」に参加することになり、とて

も嬉しく思っています。応援団は、施設

での活動や利用者の方々の頑張りを

地域に広げるきっかけになる存在だと

思います。応援の輪が広がることで、

障害の有無にかかわらず誰もが安心し

て暮らせる社会の実現に一歩近づけ

ると信じています。また、地域のさまざ

まな立場の人が関わることで、福祉が

「特別なもの」ではなく、日常の延長

線上にある身近なものになっていくこ

とを願っています。

当社はこれまでは「建物を建てる立

場」で地域福祉に関わってきました

が、これからは「応援団の一員」とし

て、人と人とのつながりもさらに大切に

していきたいです。地元企業として、地

域福祉を支える力の一端を担うことは

地域貢献であると同時に、自分たちに

とっても学びや成長の機会になりま

す。社員一同、できることから少しず

つ、皆さまと一緒に取り組んでいけた

らと考えております。

これから加入される応援団の皆様

と想いを共にし、誰もが安心して暮ら

せる街を共に形づくっていく決意です。

これからの活動を通じて、多くの方 と々

出会い、力を合わせながら、地域に根

ざした共生社会の実現に少しでも貢

献できれば幸いです。

近藤建設株式会社 HP→

≫≫≫ “キラ人”紹介

さいたま市から
世界の舞台へ
櫨山 七菜子 （卓球選手）  

Photo by @Konakamura

パラ卓球の現状と課題－パラリンピックを目指す選手の紹介一

さいたま市で生まれ、市内の小・中

学校に通い、現在もさいたま市に在住

しています。卓球は兄の影響で中学校

の部活から始めました。中学卒業直前

に埼玉県障がい者交流センターで開催

される卓球大会に初めて出場しまし

た。そこに多くの選手が出場していたク

ラブに入部させていただき、先輩が日

本知的障がい者卓球連盟（以下、連盟

と記す）の全国大会に出場されていた

ので応援に行き、そこで見たトップ選手

の試合に触発されて、特別支援学校高

等部2年次から連盟の全国大会に出

場を始めました。パラ卓球を始めた頃

の目標は全国障がい者スポーツ大会

（全スポ）に出場することでしたが、高

等部1,2年次には埼玉県予選で勝つこ

とができませんでした。高等部2年次に

指導して下さる方に巡り合い、高等部3

年で初めて念願の全スポに出場するこ

とができました。と同時に日本代表に

入るという新たな目標ができました。特

例子会社に就職した社会人1年目に台

中（台湾）オープンで国際大会デ

ビューを果たしました。この頃の世界の

トップは欧州選手が中心で、日本人選

手が欧州のトップ選手に勝つ機会は今

ほど多くありませんでした。ところが東

京パラリンピックの出場権獲得レース

が始まるころからは、所属クラブの指

導者やプロコーチが国内大会のベン

チに入ることが増え、そこから日本の知

的障がい者卓球のレベルは上昇の一

途をたどりました。連盟も国際大会に

選手を日頃指導している母体コーチの

帯同を認めたり、連盟が派遣する以外

の国際大会に全額自己負担で出場す

る道も開いて下さいました。これらの取

り組みにより、日本人選手が世界のトッ

プクラスに仲間入りするようになり、パリ

パラリンピックでは知的障がい（クラス

11）女子では日本人選手が金メダルと

銅メダルを獲得するに至りました。私の

最終目標であるロスパラリンピック出場

のためには、選手層の厚い国内で上位

に入り、世界ランクでも上位※1に位置す

る必要があります。そのためには、日頃

の練習環境、すなわち、献身的な指導

をして下さる母体コーチや練習相手が

必要です。実戦の場として一般の大会

にも可能な限り出場することが必要で

す。埼玉県とさいたま市のリーグ戦に

出場できるチームで活動させていただ

いています。また世界ランクを上げるに

は複数回の国際大会でのポイント獲得

が必要で、そのためには母体コーチに

帯同いただく必要があります。これらの

ためには多額の資金※2が必要になりま

す。この費用は一般的なサラリーマン

が負担できる額ではなく、アスリート雇

用やスポンサーを獲得できている一部

の恵まれた選手でないと現実的には

戦っていくことが困難な状況です※3。

助成金の充実やスポンサー様によるご

支援等様 な々ご支援があればありが

たいです。

●プロフィール

櫨山 七菜子（はぜやま ななこ）　

2016年パラIDジャパン・チャンピ

オンシップ卓球大会で初優勝。

国際大会では2023年8月開催の韓

国パラオープン2023でシングルス

初優勝、同月東京で開催されたジャ

パンパラオープン2023では女子シ

ングルス、女子ダブルス、混合ダブ

ルスで三冠を果たす。

地域に根差し半世紀、「埼玉県」という地

域に密着し、快適な住まいづくりを追求。住

まいのことは全てグループ内で対応するな

ど、トータルサポートが強み。

「地域密着・親戚づきあい」をモットーに、

家づくりの時も建てた後も安心と信頼を提

供している。

設立：1974年（昭和49年）

所在地：埼玉県ふじみ野市上福岡1-14-7

T E L：049－261－1855（代表）

▼久美学園 ▼久美彩なのはな（盆栽町・障がい者グループホーム）

▼てとて（久美愛園 生活介護事業所） ▼互助の里作業棟

▼互助の里作業棟▼久美学園

※1： 2025年12月17日現在世界ランク6位。

※2： 本人の旅費や大会参加費に加えて、帯同コーチの旅費、大会

参加費、謝礼が必要。

※3： 資金面に加えて仕事と競技の両立のため活動時間の確保とい

う問題がある。
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≫≫≫ 応援団加入企業紹介

近藤建設株式会社
快適な住まいづくりをトータルサポート

当社は、地元埼玉県で建設会社を

営んでおり、注文住宅、福祉施設、商

業店舗など、多様な建築に取り組んで

おります。これまで社会福祉法人久美

愛園様が運営される施設の建設にも、

いくつか携わってまいりました。設計

図や仕様書をもとに建物を形にしてい

くことが私たちの仕事ですが、その過

程で出会った利用者の皆さまやご家

族、職員の皆さまの想いに触れる中

で、施設は単なる箱ではなく、そこに暮

らす人々の生活を支える「場」であり、

地域と社会をつなぐ大切な存在である

ことを学ばせていただきました。

福祉施設の建築では、私たちが普

段の仕事で当たり前のように扱ってい

る柱や壁、廊下の幅といった一つひと

つの要素が、利用される方の安心や

快適さ、そして自立に直結することを

実感します。また、建築という形で地域

福祉に関わる中で、建物を建てるだけ

でなく、完成後も地域の一員として福

祉に関わり続けることの大切さや共生

社会の実現を強く意識するようになり

ました。

今回ご縁をいただき、「みどりくみら

い応援団」に参加することになり、とて

も嬉しく思っています。応援団は、施設

での活動や利用者の方々の頑張りを

地域に広げるきっかけになる存在だと

思います。応援の輪が広がることで、

障害の有無にかかわらず誰もが安心し

て暮らせる社会の実現に一歩近づけ

ると信じています。また、地域のさまざ

まな立場の人が関わることで、福祉が

「特別なもの」ではなく、日常の延長

線上にある身近なものになっていくこ

とを願っています。

当社はこれまでは「建物を建てる立

場」で地域福祉に関わってきました

が、これからは「応援団の一員」とし

て、人と人とのつながりもさらに大切に

していきたいです。地元企業として、地

域福祉を支える力の一端を担うことは

地域貢献であると同時に、自分たちに

とっても学びや成長の機会になりま

す。社員一同、できることから少しず

つ、皆さまと一緒に取り組んでいけた

らと考えております。

これから加入される応援団の皆様

と想いを共にし、誰もが安心して暮ら

せる街を共に形づくっていく決意です。

これからの活動を通じて、多くの方 と々

出会い、力を合わせながら、地域に根

ざした共生社会の実現に少しでも貢

献できれば幸いです。
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≫≫≫ “キラ人”紹介

さいたま市から
世界の舞台へ
櫨山 七菜子 （卓球選手）  
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パラ卓球の現状と課題－パラリンピックを目指す選手の紹介一

さいたま市で生まれ、市内の小・中

学校に通い、現在もさいたま市に在住

しています。卓球は兄の影響で中学校

の部活から始めました。中学卒業直前

に埼玉県障がい者交流センターで開催

される卓球大会に初めて出場しまし

た。そこに多くの選手が出場していたク

ラブに入部させていただき、先輩が日

本知的障がい者卓球連盟（以下、連盟

と記す）の全国大会に出場されていた

ので応援に行き、そこで見たトップ選手

の試合に触発されて、特別支援学校高

等部2年次から連盟の全国大会に出

場を始めました。パラ卓球を始めた頃

の目標は全国障がい者スポーツ大会

（全スポ）に出場することでしたが、高

等部1,2年次には埼玉県予選で勝つこ

とができませんでした。高等部2年次に

指導して下さる方に巡り合い、高等部3

年で初めて念願の全スポに出場するこ

とができました。と同時に日本代表に

入るという新たな目標ができました。特

例子会社に就職した社会人1年目に台

中（台湾）オープンで国際大会デ

ビューを果たしました。この頃の世界の

トップは欧州選手が中心で、日本人選

手が欧州のトップ選手に勝つ機会は今

ほど多くありませんでした。ところが東

京パラリンピックの出場権獲得レース

が始まるころからは、所属クラブの指

導者やプロコーチが国内大会のベン

チに入ることが増え、そこから日本の知

的障がい者卓球のレベルは上昇の一

途をたどりました。連盟も国際大会に

選手を日頃指導している母体コーチの

帯同を認めたり、連盟が派遣する以外

の国際大会に全額自己負担で出場す

る道も開いて下さいました。これらの取

り組みにより、日本人選手が世界のトッ

プクラスに仲間入りするようになり、パリ

パラリンピックでは知的障がい（クラス

11）女子では日本人選手が金メダルと

銅メダルを獲得するに至りました。私の

最終目標であるロスパラリンピック出場

のためには、選手層の厚い国内で上位

に入り、世界ランクでも上位※1に位置す

る必要があります。そのためには、日頃

の練習環境、すなわち、献身的な指導

をして下さる母体コーチや練習相手が

必要です。実戦の場として一般の大会

にも可能な限り出場することが必要で

す。埼玉県とさいたま市のリーグ戦に

出場できるチームで活動させていただ

いています。また世界ランクを上げるに

は複数回の国際大会でのポイント獲得

が必要で、そのためには母体コーチに

帯同いただく必要があります。これらの

ためには多額の資金※2が必要になりま

す。この費用は一般的なサラリーマン

が負担できる額ではなく、アスリート雇

用やスポンサーを獲得できている一部

の恵まれた選手でないと現実的には

戦っていくことが困難な状況です※3。

助成金の充実やスポンサー様によるご

支援等様 な々ご支援があればありが

たいです。

●プロフィール

櫨山 七菜子（はぜやま ななこ）　

2016年パラIDジャパン・チャンピ

オンシップ卓球大会で初優勝。

国際大会では2023年8月開催の韓

国パラオープン2023でシングルス

初優勝、同月東京で開催されたジャ

パンパラオープン2023では女子シ

ングルス、女子ダブルス、混合ダブ

ルスで三冠を果たす。

地域に根差し半世紀、「埼玉県」という地

域に密着し、快適な住まいづくりを追求。住

まいのことは全てグループ内で対応するな

ど、トータルサポートが強み。

「地域密着・親戚づきあい」をモットーに、

家づくりの時も建てた後も安心と信頼を提

供している。

設立：1974年（昭和49年）

所在地：埼玉県ふじみ野市上福岡1-14-7

T E L：049－261－1855（代表）

▼久美学園 ▼久美彩なのはな（盆栽町・障がい者グループホーム）

▼てとて（久美愛園 生活介護事業所） ▼互助の里作業棟

▼互助の里作業棟▼久美学園

※1： 2025年12月17日現在世界ランク6位。

※2： 本人の旅費や大会参加費に加えて、帯同コーチの旅費、大会

参加費、謝礼が必要。

※3： 資金面に加えて仕事と競技の両立のため活動時間の確保とい

う問題がある。
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≫≫≫ 地域の事業所紹介

≫≫≫ “わたしも応援！参加中！”

より良い街づくりのために
社会福祉法人久美愛園　監事　出塩 香 （税理士）  

久美愛園様の監事を務めておりま

す、税理士の出塩香と申します。

日頃は社会福祉法人様の会計処理

や決算書作成、久美愛園様のように監

事を務めさせてもらう機会がある中、

私が社会福祉法人様に対して感じて

いることをお伝えしたいと思います。

社会福祉法人を運営されたり、勤務

されている方にとっては当たり前のこと

かもしれませんが、5年後10年後の長

期間の事業計画、そして1年後の単年

度事業計画を毎年施設長やリーダー

の方 と々共に立てられています。

さらにその事業計画内容を、経営

陣のみならず社員全員に共有している

法人様が多いです。

公益法人なのでそれは当たり前とい

う解釈も出来ますが、残念ながら多く

の中小零細企業は事業計画を作った

ことがないまま、毎年税務申告を行い

終わります。

私自身、社会福祉法人様の理事会

に出席させていただく度に、あらゆる

手段と試行錯誤を重ね事業計画達成

に向かっていく理事や施設長の方々の

気持ちを受け取らせてもらっているの

で、この事業計画の大切さをとても感

じております。

久美愛園様は事業計画発表の機会

がない理事会でも、皆様積極的に参

加し法人運営に関わられているので、

素晴らしい法人様だと思います。

今回の「みどりくみらい応援団」発

足も緑区の地域への貢献やより良い街

づくりのための運動であり、地域を大

切にされたい久美愛園様の想いが詰

まっているものと感じます。

また、久美愛園様は運営執行部の

役員や施設長や職員の皆様と共に、年

に４回「みどりくみらい塾」という形で、

個々に感じている福祉や子育て、労働

環境や暮らしなどのディスカッションを

行なっています。

このように日頃から積極的な活動を

されている久美愛園様なので、「みどり

くみらい応援団」の活動も大変楽しみ

にしております。

さいたま市緑区三室の地で小規模保育園を運営されてる相原園長に話を聞

かせて頂きました。【保育一筋50年以上の経験】を活かされ、現在は「地域で

これからも役に立ちたい」との思いで、小規模保育園の魅力を十分に発揮して

運営されています。今回の「みどりくみらい応援団」の説明をさせて頂くと、地

域の輪を広げるためならと快諾頂きました。

子ども達の笑顔と歓声に包まれ、子ども達の視線の向こうには先生方の暖

かな眼差しが広がり、居心地の良さが印象的でした。

ひだまり園
と私
小規模保育事業所　ひだまり園

相原 美恵子（園長）

私は公立保育園に約40年勤務し、

定年退職してから今までお世話に

なったこの三室の地に小さな小さな

保育園を開所して、14年になります。

小さな子ども達には太陽と土と水

とたくさんの大人の見守りが必要だと

思って保育をしてきました。この三室

という地域はまさにそういう場所だと

思っており、地域のみなさまに子ども

達の声が可愛く楽しく響いてくれると

いいなとも思っています。地域の方た

ちも子ども達が散歩に出かけると、

「オッ元気だねぇ」「さつまいも畑に

おいで」「みかんをとりにおいで」など

声をかけて下さったり、小さな子ども

達がどろんこまみれになっているのを

温かく見守って頂いています。

畑がどんどん少なくなって、家がた

くさんでき、地域の方々の顔ぶれも変

わってきました。若い方たちもたくさ

ん入ってこられ、情報の取り方も様々

になり、保育経験豊かな職員は戸惑

う事も多々あります。この夏は地球温

暖化の影響で気温が高すぎて、外で

遊ぶことが制限され、プール遊びも、

遊べる回数が少なくなってしまいまし

た。これからもっとこの三室の地が変

わり、自然の環境が変わることによっ

て、子ども達の遊び方も変わってくる

ことがとても心配です。

子ども達の目がいつもキラキラと輝

いて、未来に希望が持てるような保育

をするにはどうしたらよいのか、これ

からも、地域の方々の力もお借りしな

がら考えていきたいと思っています。

　ひだまり園 HP→

川越相続の窓口→
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●プロフィール

出塩 香（でしお かおり）　

税理士業界で10年以上の経験を経

て、埼玉県坂戸市で税理士事務所

（出塩香税理士事務所）を開業。

●プロフィール

相原 美恵子（あいはら みえこ）　

平成10年に『埼玉県知事賞』、平成

18年には『厚生労働大臣賞』を受

賞。平成20年にさいたま市【ハロー

エンゼル訪問】事業立ち上げに属

す。子育て支援にも力を入れて活動

してきた経験を活かすべく、平成23

年に家庭保育室「ひだまり園」を立

ち上げ、平成29年には小規模事業

所として認可を受けた。

ひだまり園
と私
小規模保育事業所　ひだまり園

相原 美恵子（園長）
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エンゼル訪問】事業立ち上げに属

す。子育て支援にも力を入れて活動

してきた経験を活かすべく、平成23

年に家庭保育室「ひだまり園」を立

ち上げ、平成29年には小規模事業

所として認可を受けた。

より良い街づくりのために
社会福祉法人久美愛園　監事　出塩 香 （税理士）  

●プロフィール

出塩 香（でしお かおり）　

税理士業界で10年以上の経験を経

て、埼玉県坂戸市で税理士事務所

（出塩香税理士事務所）を開業。

09

"\\Il'_\\
'-I____

- -II

H I‘

EIEI

Of i")

/J\%E1=§1%|=$¥H? or-aw
$5)? ¥E!§¥<§>

-IIF
'\,| .

O7°|:|74—1u
#51? §%i%¥(zF>w1'5 flit)
¥/§JZ10iEa; Wi%§£I,§=%|1$"§J1 \
18f|Ec:c; [FE$9"‘;1§JJvk§%*J >&%
E0 ¥fiJz20I=Ea:éw";aEFfi I/\III—
1>€W%fi1$¥fi6iWEE
To ¥€T§z1%a:B71%J\nfii.?§1J
lfC%f;fi%?'é§§%i§¢a>3'/\“<\ $155323
$tC§F§1%§$FU2‘5iH@J >221
‘5J;h“§ $fiJZ29f=Ea:c1/J\%E.#,%$%%
Ffié: l,f§,%?>FI=<'2*:-»'5wr;o

I-

.-- .- .



≫≫≫ 地域の事業所紹介

≫≫≫ “わたしも応援！参加中！”

より良い街づくりのために
社会福祉法人久美愛園　監事　出塩 香 （税理士）  

久美愛園様の監事を務めておりま

す、税理士の出塩香と申します。

日頃は社会福祉法人様の会計処理

や決算書作成、久美愛園様のように監

事を務めさせてもらう機会がある中、

私が社会福祉法人様に対して感じて

いることをお伝えしたいと思います。

社会福祉法人を運営されたり、勤務

されている方にとっては当たり前のこと

かもしれませんが、5年後10年後の長

期間の事業計画、そして1年後の単年

度事業計画を毎年施設長やリーダー

の方 と々共に立てられています。

さらにその事業計画内容を、経営

陣のみならず社員全員に共有している

法人様が多いです。

公益法人なのでそれは当たり前とい

う解釈も出来ますが、残念ながら多く

の中小零細企業は事業計画を作った

ことがないまま、毎年税務申告を行い

終わります。

私自身、社会福祉法人様の理事会

に出席させていただく度に、あらゆる

手段と試行錯誤を重ね事業計画達成

に向かっていく理事や施設長の方々の

気持ちを受け取らせてもらっているの

で、この事業計画の大切さをとても感

じております。

久美愛園様は事業計画発表の機会

がない理事会でも、皆様積極的に参

加し法人運営に関わられているので、

素晴らしい法人様だと思います。

今回の「みどりくみらい応援団」発

足も緑区の地域への貢献やより良い街

づくりのための運動であり、地域を大

切にされたい久美愛園様の想いが詰

まっているものと感じます。

また、久美愛園様は運営執行部の

役員や施設長や職員の皆様と共に、年

に４回「みどりくみらい塾」という形で、

個々に感じている福祉や子育て、労働

環境や暮らしなどのディスカッションを

行なっています。

このように日頃から積極的な活動を

されている久美愛園様なので、「みどり

くみらい応援団」の活動も大変楽しみ

にしております。

さいたま市緑区三室の地で小規模保育園を運営されてる相原園長に話を聞

かせて頂きました。【保育一筋50年以上の経験】を活かされ、現在は「地域で

これからも役に立ちたい」との思いで、小規模保育園の魅力を十分に発揮して

運営されています。今回の「みどりくみらい応援団」の説明をさせて頂くと、地

域の輪を広げるためならと快諾頂きました。

子ども達の笑顔と歓声に包まれ、子ども達の視線の向こうには先生方の暖

かな眼差しが広がり、居心地の良さが印象的でした。

ひだまり園
と私
小規模保育事業所　ひだまり園

相原 美恵子（園長）

私は公立保育園に約40年勤務し、

定年退職してから今までお世話に

なったこの三室の地に小さな小さな

保育園を開所して、14年になります。

小さな子ども達には太陽と土と水

とたくさんの大人の見守りが必要だと

思って保育をしてきました。この三室

という地域はまさにそういう場所だと

思っており、地域のみなさまに子ども

達の声が可愛く楽しく響いてくれると

いいなとも思っています。地域の方た

ちも子ども達が散歩に出かけると、

「オッ元気だねぇ」「さつまいも畑に

おいで」「みかんをとりにおいで」など

声をかけて下さったり、小さな子ども

達がどろんこまみれになっているのを

温かく見守って頂いています。

畑がどんどん少なくなって、家がた

くさんでき、地域の方々の顔ぶれも変

わってきました。若い方たちもたくさ

ん入ってこられ、情報の取り方も様々

になり、保育経験豊かな職員は戸惑

う事も多々あります。この夏は地球温

暖化の影響で気温が高すぎて、外で

遊ぶことが制限され、プール遊びも、

遊べる回数が少なくなってしまいまし

た。これからもっとこの三室の地が変

わり、自然の環境が変わることによっ

て、子ども達の遊び方も変わってくる

ことがとても心配です。

子ども達の目がいつもキラキラと輝

いて、未来に希望が持てるような保育

をするにはどうしたらよいのか、これ

からも、地域の方々の力もお借りしな

がら考えていきたいと思っています。

　ひだまり園 HP→

川越相続の窓口→
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出塩 香（でしお かおり）　

税理士業界で10年以上の経験を経

て、埼玉県坂戸市で税理士事務所

（出塩香税理士事務所）を開業。
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相原 美恵子（あいはら みえこ）　

平成10年に『埼玉県知事賞』、平成

18年には『厚生労働大臣賞』を受

賞。平成20年にさいたま市【ハロー

エンゼル訪問】事業立ち上げに属

す。子育て支援にも力を入れて活動

してきた経験を活かすべく、平成23

年に家庭保育室「ひだまり園」を立

ち上げ、平成29年には小規模事業

所として認可を受けた。

ひだまり園
と私
小規模保育事業所　ひだまり園

相原 美恵子（園長）
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相原 美恵子（あいはら みえこ）　

平成10年に『埼玉県知事賞』、平成

18年には『厚生労働大臣賞』を受

賞。平成20年にさいたま市【ハロー

エンゼル訪問】事業立ち上げに属

す。子育て支援にも力を入れて活動

してきた経験を活かすべく、平成23

年に家庭保育室「ひだまり園」を立

ち上げ、平成29年には小規模事業

所として認可を受けた。

より良い街づくりのために
社会福祉法人久美愛園　監事　出塩 香 （税理士）  

●プロフィール

出塩 香（でしお かおり）　

税理士業界で10年以上の経験を経

て、埼玉県坂戸市で税理士事務所

（出塩香税理士事務所）を開業。
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対応は時間が空いている先生が交代

で担っていること、そしてSoraるーむ

には数名の児童が通っていることを

把握できました。そこで「チーム子ど

も」では普段の先生による「Soraるー

む」の対応を久美愛園で担うことを考

え、提案させて頂きました。その時点

では、「２学期に入り対象児童がいれ

ばぜひお願いしたい」とのことでした

が、対象児童がいなかったため、実

現はしませんでした。ただ、今後、対

象児童が出てきた場合はぜひという

期待は不変であり、久美愛園の出番

は温存という形になりましたが、「い

ざ」という時に備えイメージトレーニン

グをしておきたいと思います。（笑）

②久美学園を開放して子どもの居

場所作りが出来ないか

「チーム子ども」の話し合いの中で

学校に行くことが出来ない子どもや

放課後に家に帰ってもだれもいない

子どもの居場所はどこにあるのだろう

か？ そんな疑問が生じました。それで

は「そのような子どもが来るかどうか

は分からないが、先ず久美学園を地

域の子どもの居場所として開放してみ

よう」という流れになりました。

そこでスタートさせたのが「みんな

で夏休みの宿題をやろう！その名も

『みん宿！』」です。夏休み中８月の

毎週金曜日の15時～18時の間、久美

学園の職員（元教諭）が中心となっ

て、サポートしながら子どもが持ち

よった宿題を楽しくやる。1人では頑張

れなくても、みんなでやれば頑張れ

る！ そんな考えのもと、計5回の「みん

宿！」を実施し、延べ16名が参加して

くれました。子どもの親御さんからは

毎日開催してほしいというお言葉もい

ただき、今回の「みん宿！」は社会福

祉法人として何が出来るのかという大

きな課題に対して、小さな一歩を踏み

出せたのではないかと思います。その

成果もふまえ、次の「みん宿！」は冬

休みに実施しました。

③地域の方に久美学園をより身近

に感じてもらうことは出来ないか

久美学園では3年ほど前から〝季節

外れ″の花火大会を実施しています。

9月の末くらいに地域の方々をお招き

して、手持ち花火や打ち上げ花火、吹

き出し花火で学園を彩ります。近頃は

花火が出来る公園などもなく、近隣に

気兼ねなく花火を楽しめる機会とし

て、年々参加者が増えていました。

2025年は9月19日金曜日に実施。初め

て100名を超える地域の方々にご参加

いただきました。花火がスタートする

と、至るところで火薬のにおいや煙が

充満しています。全体が見渡せるとこ

ろから客観的にこの光景を眺めてい

実践結果

①地域の小学校の不登校支援に

協力できないか

久美学園では施設長が地域の小

学校の評議員や運営協議委員を担っ

ています。その為、日頃より学校との

連携は取りやすい環境が前提として

あります。

ところで皆さんは「Soraるーむ」を

ご存じでしょうか？「Soraるーむ」と

は、さいたま市が独自に行っている

小・中学校に導入されている校内教

育センターの愛称です。

学校には来られるものの、教室に

入れない児童生徒に安心できる場所

を提供し、そこで学習をしたり学校へ

の復帰をサポートすることを目的とし

ています。

小学校に出向いて現状の確認と情

報交換を行うと、現在Soraるーむの

ると、ふと感じたことがありました。

久美愛園の敷地にこれだけ多くの地

域の方が躊躇いもなく参加され、久

美学園の子ども達と地域の子ども達

が「花火」という共通の素材で楽し

み合う。これこそが地域共生、インク

ルージョンの根底をなすものではない

か・・、身近に感じてもらう出発点で

あることの確信につながりました。

まとめ

「チーム子ども」の活動は「私たち

が出来ることって何だろう」という問

いから始まりましたが、進めていくう

ちに気づいたことがあります。人と人

が協力したり、助け合ったり、楽しみ

合ったり、一緒に勉強するのに理屈

は不要ではないかということ。私たち

が出来ることを改めて難しく追及する

のではなく、今まさに実践している、

あるいは普段から考えていることを、

地域を巻き込んでやってみたら、それ

がおのずと「私たちにしか出来ないこ

と」になるのではないだろうか、そん

な結論に至りました。

さいたま市緑区の三室という地に

法人を構え約90年、これからも地域

の方々、地域の子ども達にとって頼ら

れる法人であり続けたいと思います。

≫≫≫ 「みどりくみらい塾チーム子ども」取り組み紹介

みどりくみらい塾とは、社会福祉法人久美愛園が取り組んでいる理事、評

議員、役職者職員から構成される活動です。さいたま市緑区を中心に地域にお

ける諸課題について研究調査を行い、それを発表、議論しながら実践します。

そして、社会福祉法人としてそれぞれの課題解決において出来ること、やる

べきことを追求しています。地域の諸課題について「はたらく」「子ども」「くら

す」「遊ぶ」といったテーマごとに職員チームで継続的に取り組んでいます。こ

こでは私が所属している「チーム子ども」の実践を紹介します。

役職者職員4名で構成する「チーム子ども」はまず、さいたま市における「不登

校」の状況について調査しました。そもそも不登校とはどういう状態をいうの

か？ 「心理的・情緒的・身体的・社会的要因や背景により1年間に30日以上欠

席した児童生徒」となっています。なるほど、、、。では、私たちの事業所がある

地域の小学校や中学校では、どのくらいの人数の不登校児童生徒がいるのか？ 

不登校実態調査と不登校対策を実施している機関へお話を伺いに行きました。

さいたま市では様々な機関が不登校対策をしており、それぞれの機関が児童

を実態に即して受け止め、ネットワークにより誰も取りこぼさない状況を作って

いるという事が分かりました。そこでいよいよ本題です。

「私たちが出来ること」って何でしょうか？

「チーム子ども」で悩みに悩んで出した答えが以下の3点になります。

① 地域の小学校の不登校支援に協力できないか

② 久美学園を開放して子どもの居場所作りが出来ないか

③ 地域の方に久美学園をより身近に感じてもらうことは出来ないか

こうした自問自答に基づいて実践した結果は、以下の通りです。

～私たちの問題意識～

「私たちが出来ることって何だろう」
みどりくみらい塾チーム子どもの実践
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～私たちの問題意識～
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対応は時間が空いている先生が交代

で担っていること、そしてSoraるーむ

には数名の児童が通っていることを

把握できました。そこで「チーム子ど

も」では普段の先生による「Soraるー

む」の対応を久美愛園で担うことを考

え、提案させて頂きました。その時点

では、「２学期に入り対象児童がいれ

ばぜひお願いしたい」とのことでした

が、対象児童がいなかったため、実

現はしませんでした。ただ、今後、対

象児童が出てきた場合はぜひという

期待は不変であり、久美愛園の出番

は温存という形になりましたが、「い

ざ」という時に備えイメージトレーニン

グをしておきたいと思います。（笑）

②久美学園を開放して子どもの居

場所作りが出来ないか

「チーム子ども」の話し合いの中で

学校に行くことが出来ない子どもや

放課後に家に帰ってもだれもいない

子どもの居場所はどこにあるのだろう

か？ そんな疑問が生じました。それで

は「そのような子どもが来るかどうか

は分からないが、先ず久美学園を地

域の子どもの居場所として開放してみ

よう」という流れになりました。

そこでスタートさせたのが「みんな

で夏休みの宿題をやろう！その名も

『みん宿！』」です。夏休み中８月の

毎週金曜日の15時～18時の間、久美

学園の職員（元教諭）が中心となっ

て、サポートしながら子どもが持ち

よった宿題を楽しくやる。1人では頑張

れなくても、みんなでやれば頑張れ

る！ そんな考えのもと、計5回の「みん

宿！」を実施し、延べ16名が参加して

くれました。子どもの親御さんからは

毎日開催してほしいというお言葉もい

ただき、今回の「みん宿！」は社会福

祉法人として何が出来るのかという大

きな課題に対して、小さな一歩を踏み

出せたのではないかと思います。その

成果もふまえ、次の「みん宿！」は冬

休みに実施しました。

③地域の方に久美学園をより身近

に感じてもらうことは出来ないか

久美学園では3年ほど前から〝季節

外れ″の花火大会を実施しています。

9月の末くらいに地域の方々をお招き

して、手持ち花火や打ち上げ花火、吹

き出し花火で学園を彩ります。近頃は

花火が出来る公園などもなく、近隣に

気兼ねなく花火を楽しめる機会とし

て、年々参加者が増えていました。

2025年は9月19日金曜日に実施。初め

て100名を超える地域の方々にご参加

いただきました。花火がスタートする

と、至るところで火薬のにおいや煙が

充満しています。全体が見渡せるとこ

ろから客観的にこの光景を眺めてい

実践結果

①地域の小学校の不登校支援に

協力できないか

久美学園では施設長が地域の小

学校の評議員や運営協議委員を担っ

ています。その為、日頃より学校との

連携は取りやすい環境が前提として

あります。

ところで皆さんは「Soraるーむ」を

ご存じでしょうか？「Soraるーむ」と

は、さいたま市が独自に行っている

小・中学校に導入されている校内教

育センターの愛称です。

学校には来られるものの、教室に

入れない児童生徒に安心できる場所

を提供し、そこで学習をしたり学校へ

の復帰をサポートすることを目的とし

ています。

小学校に出向いて現状の確認と情

報交換を行うと、現在Soraるーむの

ると、ふと感じたことがありました。

久美愛園の敷地にこれだけ多くの地

域の方が躊躇いもなく参加され、久

美学園の子ども達と地域の子ども達

が「花火」という共通の素材で楽し

み合う。これこそが地域共生、インク

ルージョンの根底をなすものではない

か・・、身近に感じてもらう出発点で

あることの確信につながりました。

まとめ

「チーム子ども」の活動は「私たち

が出来ることって何だろう」という問

いから始まりましたが、進めていくう

ちに気づいたことがあります。人と人

が協力したり、助け合ったり、楽しみ

合ったり、一緒に勉強するのに理屈

は不要ではないかということ。私たち

が出来ることを改めて難しく追及する

のではなく、今まさに実践している、

あるいは普段から考えていることを、

地域を巻き込んでやってみたら、それ

がおのずと「私たちにしか出来ないこ

と」になるのではないだろうか、そん

な結論に至りました。

さいたま市緑区の三室という地に

法人を構え約90年、これからも地域

の方々、地域の子ども達にとって頼ら

れる法人であり続けたいと思います。

≫≫≫ 「みどりくみらい塾チーム子ども」取り組み紹介

みどりくみらい塾とは、社会福祉法人久美愛園が取り組んでいる理事、評

議員、役職者職員から構成される活動です。さいたま市緑区を中心に地域にお

ける諸課題について研究調査を行い、それを発表、議論しながら実践します。

そして、社会福祉法人としてそれぞれの課題解決において出来ること、やる

べきことを追求しています。地域の諸課題について「はたらく」「子ども」「くら

す」「遊ぶ」といったテーマごとに職員チームで継続的に取り組んでいます。こ

こでは私が所属している「チーム子ども」の実践を紹介します。

役職者職員4名で構成する「チーム子ども」はまず、さいたま市における「不登

校」の状況について調査しました。そもそも不登校とはどういう状態をいうの

か？ 「心理的・情緒的・身体的・社会的要因や背景により1年間に30日以上欠

席した児童生徒」となっています。なるほど、、、。では、私たちの事業所がある

地域の小学校や中学校では、どのくらいの人数の不登校児童生徒がいるのか？ 

不登校実態調査と不登校対策を実施している機関へお話を伺いに行きました。

さいたま市では様々な機関が不登校対策をしており、それぞれの機関が児童

を実態に即して受け止め、ネットワークにより誰も取りこぼさない状況を作って

いるという事が分かりました。そこでいよいよ本題です。

「私たちが出来ること」って何でしょうか？

「チーム子ども」で悩みに悩んで出した答えが以下の3点になります。

① 地域の小学校の不登校支援に協力できないか

② 久美学園を開放して子どもの居場所作りが出来ないか

③ 地域の方に久美学園をより身近に感じてもらうことは出来ないか

こうした自問自答に基づいて実践した結果は、以下の通りです。

～私たちの問題意識～

「私たちが出来ることって何だろう」
みどりくみらい塾チーム子どもの実践
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≫≫≫ 緑区の紹介

古き良き文化と
新しい感動が出会う場所、緑区

緑区は、さいたま市の南東部に位

置し、首都圏有数の緑地空間である

見沼田んぼに代表される自然環境に

恵まれ、地域の歴史を伝える多くの文

化財が残されているように古くから人

の暮らしが営まれた地域です。

緑区の中央部を南北に広がる見沼

田んぼは、地域の貴重な財産であり、さ

いたま緑のトラスト保全第１号地の見

沼代用水東縁に面する斜面林などの

豊かな自然環境を見ることができます。

その周辺にも、さぎ山記念公園や見沼

自然公園、大崎公園などの緑の豊かな

公園が点在し、自然と触れ合うことが

できる区民の憩いの場となっています。

かつて、緑区出身の武笠 三（むかさ さ

ん）は、見沼田んぼの風景を見て唱歌

「案山子（かかし）」を作詞したと言わ

れており、見沼氷川公園内には唱歌

「案山子」発祥の記念碑（案山子のモ

ニュメント）が建てられています。見沼

代用水沿いには「桜の下を散策できる

日本一の桜回廊」が整備され、緑区の

桜の見所の一つとなっています。桜が

咲く時期には、見物に訪れた多くの人で

賑わいます。

尾間木地区の大間木・下山口新田

には国指定史跡の見沼通船堀があり

ます。見沼通船堀は、この地域で採れ

た米などの農産物を江戸に運送する

ため、見沼代用水東縁、西縁と芝川

をつないだ閘門式運河で、享保16年

（1731年）に開通しました。国指定史

跡には、通船差配役であった鈴木家

の住宅が指定地に含まれており、附

属建物の一部が一般に公開されてい

ます。現在は年に１度、閘門開閉実演

が行われており、古の技術で水位を

調整する様子を見学するため、毎年

多くの人々が訪れています。

この他にも、大門宿本陣表門（県

指定史跡）、氷川女體神社社殿（県

指定有形文化財（建造物））、南部領

辻の獅子舞や駒形の祭ばやし（市指

定無形民俗文化財）など、地域の歴史

を伝える文化財や神社仏閣、伝統あ

る祭りや催しものが多く残されてお

り、今に伝えられています。

国道463号線沿いの念仏橋付近に

ある浦和くらしの博物館民家園は、

市内最古の民家といわれる「旧蓮見

家住宅」など市内の伝統的な建造物

を７棟移築復原し、主に、生産・生活

用具を中心とした民俗資料の収集・

保存をはかり、展示・活用を進める野

外博物館です。例年、6月中旬から8月

上旬頃まで、館内の池には古代蓮の

ピンク色の花が咲き誇り、訪れた人を

楽しませてくれます。

緑区の象徴的な施設の一つが、美

園地区にあるアジア最大級の収容人

数を誇るサッカー専用スタジアムであ

る埼玉スタジアム2〇〇2です。同スタ

ジアムは、2002ＦＩＦＡワールドカップ

日韓大会や東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の会場として使

用され、現在もＪリーグ浦和レッズの

ホームゲームや日本代表戦などの試

合が数多く開催されており、試合開催

日には市内外から多くの観戦者が訪

れます。また敷地内は公園として整備

されており、四季折々の花々を楽しむ

こともできます。

さいたま市緑区紹介動画　

「みんなに自慢したい わたしの好きな緑区」→

見沼通船堀閘門開閉実演

見沼氷川公園案山子記念碑 見沼代用水桜回廊 埼玉スタジアム２〇〇２

　先日さいたま市内を中心に事業展開されている

社会福祉法人さくら草さんの主催するデンマーク

視察報告会に参加する機会がありました。数年前

よりお互いに評議員を派遣し合う等親しくさせて

頂いており、「みどりくみらい研究所の朝日ゼミ」

や、「みどりくみらい塾」への参加もいただいてい

る法人さんです。医療的ケア児・者支援や居宅事

事業等、先駆的にまたひたむきに利用者本位の支

援を展開されています。そんな法人さんですので、

今回の視察も法人から7名ほど参加されており、福

祉先進国と言われているデンマークの現状を実際

に目の当たりにされた報告会も充実した内容と

なっておりました。一つ疑問に思うことがあり、質

疑の中で聞いてみたことがあります。

Q：「福祉先進国を自認するデンマークでも「共生

社会」を目指しているのだろうか？」

A：「明確に答えられないが、現地関係者の話とし

て関係者の社会への働きかけが弱くなると、障害

者の問題が後退してしまうと感じていると危機意

識を持っている」と話されていました。

　共生社会という存在が分かりにくい人々の価値

観に訴えかけ、その社会変革をもたらすことの難し

さを感じながらも、みどりくみらい応援団の取り組

みが、未来への一歩となりますように。（松永 斉）

デンマーク視察報告会に参加して感じたこと。

（編集後記）

よ り ど り

三室中央公園（愛称：ヌゥパーク）は、埼玉県

さいたま市緑区・旧埼玉県立総合教育センター

跡地約1.4ヘクタールに整備された公園で、

2025年10月に開園しました。さいたま市のシン

ボルキャラクター「つなが竜ヌゥ」をテーマに、親

しみやすく楽しい空間が広がります。

園内には、遊びの広場やイベント広場、水田を

再現したゾーン、芝生広場、コミュニティハウスな

どがあり、自然と触れ合いながら楽しめる、新た

な憩いの場です。

2 0 2 5年10月2 5日（土）に

三室中央公園（ヌゥパーク）オープン！

所在地：

さいたま市緑区三室 1305-1

TEL： 048-799-2333

FAX： 048-799-2334

三
室
中
央
公
園
（
ヌ
ゥ
パ
ー
ク
）

公 園

紹 介

緑区の
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代用水沿いには「桜の下を散策できる

日本一の桜回廊」が整備され、緑区の

桜の見所の一つとなっています。桜が

咲く時期には、見物に訪れた多くの人で

賑わいます。

尾間木地区の大間木・下山口新田

には国指定史跡の見沼通船堀があり

ます。見沼通船堀は、この地域で採れ

た米などの農産物を江戸に運送する

ため、見沼代用水東縁、西縁と芝川

をつないだ閘門式運河で、享保16年

（1731年）に開通しました。国指定史

跡には、通船差配役であった鈴木家

の住宅が指定地に含まれており、附

属建物の一部が一般に公開されてい

ます。現在は年に１度、閘門開閉実演

が行われており、古の技術で水位を

調整する様子を見学するため、毎年

多くの人々が訪れています。

この他にも、大門宿本陣表門（県

指定史跡）、氷川女體神社社殿（県

指定有形文化財（建造物））、南部領

辻の獅子舞や駒形の祭ばやし（市指

定無形民俗文化財）など、地域の歴史

を伝える文化財や神社仏閣、伝統あ

る祭りや催しものが多く残されてお

り、今に伝えられています。

国道463号線沿いの念仏橋付近に

ある浦和くらしの博物館民家園は、

市内最古の民家といわれる「旧蓮見

家住宅」など市内の伝統的な建造物

を７棟移築復原し、主に、生産・生活

用具を中心とした民俗資料の収集・

保存をはかり、展示・活用を進める野

外博物館です。例年、6月中旬から8月

上旬頃まで、館内の池には古代蓮の

ピンク色の花が咲き誇り、訪れた人を

楽しませてくれます。

緑区の象徴的な施設の一つが、美

園地区にあるアジア最大級の収容人

数を誇るサッカー専用スタジアムであ

る埼玉スタジアム2〇〇2です。同スタ

ジアムは、2002ＦＩＦＡワールドカップ

日韓大会や東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の会場として使

用され、現在もＪリーグ浦和レッズの

ホームゲームや日本代表戦などの試

合が数多く開催されており、試合開催

日には市内外から多くの観戦者が訪

れます。また敷地内は公園として整備

されており、四季折々の花々を楽しむ

こともできます。

さいたま市緑区紹介動画　

「みんなに自慢したい わたしの好きな緑区」→

見沼通船堀閘門開閉実演

見沼氷川公園案山子記念碑 見沼代用水桜回廊 埼玉スタジアム２〇〇２
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2 0 2 5年10月2 5日（土）に

三室中央公園（ヌゥパーク）オープン！

所在地：

さいたま市緑区三室 1305-1

TEL： 048-799-2333

FAX： 048-799-2334

三
室
中
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地域社会から安心な
未来の実現を目指す！
共に支えあう地域へ ～施設から地域への挑戦
内田富士夫（社会福祉法人久美愛園理事長）

みどりくみらい応援団とともに
朝日雅也（みどりくみらい研究所所長・埼玉県立大学名誉教授）

さいたま市から世界の舞台へ
櫨山七菜子（卓球選手）

応援団加入企業紹介  近藤建設株式会社

ひだまり園と私
相原美恵子 （小規模保育事業所ひだまり園園長）

より良い街づくりのために
出塩香 （社会福祉法人久美愛園監事・税理士）

「私たちが出来ることって何だろう」
みどりくみらい塾チーム子どもの実践

古き良き文化と新しい感動が出会う場所、緑区

共に支えあう地域へ ～施設から地域への挑戦
内田富士夫（社会福祉法人久美愛園理事長）

みどりくみらい応援団とともに
朝日雅也（みどりくみらい研究所所長・埼玉県立大学名誉教授）

さいたま市から世界の舞台へ
櫨山七菜子（卓球選手）

応援団加入企業紹介  近藤建設株式会社

ひだまり園と私
相原美恵子 （小規模保育事業所ひだまり園園長）

より良い街づくりのために
出塩香 （社会福祉法人久美愛園監事・税理士）

「私たちが出来ることって何だろう」
みどりくみらい塾チーム子どもの実践

古き良き文化と新しい感動が出会う場所、緑区

いっしょ

一緒に
おうえん

応援してくださる
だんいん

団員のお
もう

申し
こ

込みはこちらから

2025
ねん

年6
がつ
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共生して
く

暮らしていく
しゃかいじつげん

社会実現のための
かつどう

活動を
おうえん

応援する,

また、その
かつどう

活動をする
ひと

人たちの
わ

輪を
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広げること』を
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かつどう

活動を
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おうえん

応援しませんか？

なんだか
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大変そう,
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実際に
さんか

参加するのは
むずか

難しいかな,と
おも

思われたあなた。
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気持ちだけでも
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嬉しいです。

みどりくみらい
お うえ ん だん
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